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問|
閤|
|嗣|
間|

第
十
九
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
去
る
七
月
二
十

九
日
行
わ
れ
ま
し
た

。

今
回
の
投
票
率

(選
挙
区
選
挙
)

は
、

前
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
五
八
・
五
五
%

四
五
%
と

る
投
票
率

、
次
の
と

企 7 月 29 日、 午後 9 時から中央公民館
大ホールで始まった開票作業。

.選挙区選挙候補者別得票数 (届出順)

1 ，267票

232票

3 ，476票

399票

かつつぐ

夫

たかし

よしこ

久

島

小栗

関谷

山本

] 11 

.選挙区選挙男女別投票者調べ

区分 投票率

61.22 % 

投票者数

2，537 人

有権者数

4，144 人

5 ， 576票投票総数

有効投票

無効投票

5，374票
男

63.51 3,039 4,785 女
202票

5,576 8,929 

.選挙区選挙投票区別投票者調べ

十fl.. 
1又 投票率

62.86 % 

投票者数有権者数

4，007 人

所tII� 
フ才て

人
口
同d

可
E

よ
戸h
d

円
L自官民/~ 

J-'、央中第1

61.69 2,032 3,294 校学上)11 第2

69.82 199 285 奥松瀬川公民館第3

59.75 386 646 自官民ノベ」
兵二、内之可第4

409 官官民/~ 
J..'、内井第5 68.70 281 

55.41 82 148 官官民
/、

J-、谷土第6
-

』
川
向日
川

広報かわうち

i 属
55.00 

,L'­
口 62.45 

会

77 

5,576 

140 

8,929 
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計
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-比例代表選挙開票結果投票総数 -比例代表選挙投票者調べ

投票総数

有効投票

無効投票

0=;- I~ (内訳)
5 ，582票 |

区分 有権者数 投票者数 t押I又しE元守f4吋戸2ユ

| ①政党等の得票総数

5，274票 ____j 3 ，360票

308票 ②名簿登載者の得票

総数 1 ，913.997票

①按分の |禁、切 り捨

囲 内

在 外

三仁〉!、 舌ロ一l 

8 ，929 人 5 ， 579 人 62.48 % 

8 3 37.50 

8,937 5,582 62.46 

てた票数 0.003票

.参議院比例代表選挙名簿届出政党等の得票数

*在外とは・・ ・ 国外に居住する 日 本国民に選挙権の行

使の機会を保障する制度で 「在外投票」

の 111告 。

日本共産党 281 票 保守党 66票 自由民主党 2 ，026.888票

(内訳) (内訳) (内訳)

政党名に よ る得票数 267 政党名に よる得票数 34 政党名に よ る得票数 1,580 
名簿登載者の得票数 14 名簿登載者の得票数 32 名簿登載者の得票数 446.888 

第二院クラブ 95票 民主党 615.996票 社会民主党 337. 114票

(内訳) (内訳) (内訳)

政党名 によ る得票数 51 政党名に よ る得票数 404 政党名に よ る得票数 259 

名簿登載者の得票数 44 名簿登載者の得票数 211.996 名簿登載者の得票数 78.1JL1 

維新政党・新風 7票 新社会党 30票 自由党 359.1 66票

(内訳) (内訳) (内訳)

政党名 によ る得票数 7 政党名による得票数 18 政党名に よ る得票数 338 

名簿登載者の得票数 。 名簿登載者の得票数 12 名簿登載者の得票数 21.166 

女性党 38票 自由連合 1 16票 新党・自由と希望 25票

(内訳) ( 内訳) (内訳)

政党名 によ る得票数 32 政党名 による得票数 95 政党名 によ る得票数 6 

名簿登載者の得票数 6 名簿登載者の得票数 21 名簿登載者の得票数 19 

無所属の会 12票 公明党 1 ，264.833票 傷荷寄毛 7・
... 恒通恥

(内訳) (内訳)

政党名 によ る得票数 10 政党名に よる得票数 259 

名簿登載者の得票数 2 名簿登載者の得票数 1 ，005.833

習齢」
一._._._._._._._ . _._._._ . _ . -._._._._._ . _._._._.-._._._.-._._.-

合併処理浄化槽の来年度設置希望者の募集
来年度の設置補助希望者を募集 します。

補助対象地域の方には、区長さんを通じて「合併処理

浄化槽設置希望届」を配布します。

必要事項を記入して、 9月末日まで、に水道課へご、持参

ください。

詳しいことは、水道課 966-2238 (直通) まで

広報かわうち

。

補助金額一覧表 (一般住宅)

延べ床 面 積 人槽 補 助 金額

1 30rη1ミ j前 5人槽 515 ， 000円

130 ぱ以上 7人槽 721 ， 000 円

台所及 び浴室が 10人槽 1 ， 030 ，000 円
2箇所以上 」



問
わ
れ
る

飼
い
主
の
責
任

•• 

シ
ベ
リ

ア
ン
ハ
ス
キ

l

、
ダ

ル

メ
シ
ア
ン
な
ど

、

漫
画
や
映
画
を

き
っ
か

け
と

し
た
犬
ブ
1

ム
が
続

き
ま

し

た
。

し

か
し
、

大
型
犬
は

毎
日

長
時
間

の
散
歩
や
運
動
が
必

要
な
う
え

、

食
費
が
人
間

一
人
分

を
上
回
る
こ
と
も

:
・
。

成
長
し
て

世
話
を
し
き
れ
な
く
な

っ

た
と
い

う
話
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

大
き
く
な

っ

て
か
わ
い
く
な
く

な
っ
た
か
ら
と

、

ペ
ッ
ト

を
捨
て

る
身
勝
手
な
飼
い
主
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

犬
、

猫
に
限
ら
ず

、

捨

て
ら

れ
た
ワ
ニ
や
ヘ
ピ
が
公
固
な

ど
で
発
見
さ
れ
た

例
も
あ
り
ま

す
。

ペ
ッ
ト

に
関
す
る
苦
情

や
ト

ラ
ブ

ル
も

後
を
絶
ち

ま
せ

ん
。

特
に
都
市
部
や
集
合

住
宅
と

い
っ

た
環
境
の
中

、

飼
い
主
の
知

識
不
足
や
無
責
任
な
飼
育
に
よ

っ

て
問
題
と
な
っ

て
い
る
ケ

l

ス
が

多
い
よ

う
で
す
。

動
物
の
え
さ
の

世
話
や
健
康
管

理
は
も
ち
ろ
ん

、

犬
の
け
い
留

、

む
だ
吠
え
に
対
す
る
し
つ
け

、

猫

ま
た
、

問題は、
飼い主のマナー

です

の
ト
イ
レ

の
し
つ
け

、

ふ
ん
尿

・

抜
け
毛
の
始
末
、
繁
殖
を
希
望
し

な
い
場
合
は

、

不
妊

・

去
勢
の

処

置
な
ど
も

飼
い
主
の
務
め
で
す
。

l 動物愛護週間 9月"-l'J 日~;J日 | 
犬や猫などの小動物は、人間のパートナーと

して私たちの生活に潤いをもたうしてくれます。

しかし、その一方で騒音や悪臭なと‘ペットを

めぐるトラブルも絶えません。 安易に動物を捨

てたり、虐待したりする事件も増えています。

飼い主には、命ある動物の一生の面倒をみる

という強い自覚と責任感が求めうれています。

動
物
虐
待
に
は

罰
則
も

•• 

安
易
に
動
物
を
捨
て
る
ケ
l

ス

の
ほ
か

、

こ
こ

数
年
は
動
物
の
殺

傷
な
ど
の
虐
待
事
件
も
増
え
つ
つ

あ
り

、
社
会
問
題
と
し

て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て

、

昨

年
十
二
月
に
新
た
に

施
行
さ
れ
た

「
動物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
で
は

、

動
物
の
殺
傷
な

ど
の
虐
待

、

遺
棄
な
ど
に
対
す
る

罰
則
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す

。

み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
殺
傷
し

た
者
は

「
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
百
万
円

以

下
の

罰
金
」

、

虐

待
・

遺
棄
し
た
者
は

「三
十
万
円

以
下
の
罰
金
」
に
な
り

ま
し
た
。

飼
育
の
配
慮
と

心
が
ま
え

法
律
は

、

動
物
愛
護
と
ペ
ッ
ト

これだけは守りたい

飼い主の義務

-6 動物の習性などを正しく
理解して飼う

• 
•• 

の
飼
育
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
幅

広
く
規
定
し

て
い

ま
す
。

飼
い
主

は
動
物
の
健
康
を
守
り

、

周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い

し

つ
け
と
配
慮

を
欠
か
さ
な
い
こ

と
。

さ
ら
に
、

動
物
に
よ
る
感
染
症
に
つ
い
て
正

し
い

知
識
を
も
ち

、

名
札
や
標
識

に
よ

っ
て
動
物

の
所
有
者
を
明
ら

か
に
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

動
物
を
飼
う
と
い
う

こ

と
は

、

命
を
預
か
る
と
い
う
こ
と

。

飼
育

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
手
間
や
ト

ラ

ブ
ル
、
経
済
的
な
負
担
や
住
環
境

も
見
据
え
た
上
で

、

あ
な
た
の
新

し
い
家
族
|
|

ペ
ッ
ト

を

迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
い

。

広報かわうち

。

※
変
説
動
物
と
は

、
牛

、

店
内
、豚
、

め
ん
羊
、

ゃ
ぎ

、

犬
、

ね
こ

、

い
え
う
さ
ぎ

、

泊
、

い
え

は
と

、

あ
ひ
る

、

そ
の
ほ

か
人
が
飼
っ
て
い
る

ほ
乳
類

、

鳥
類

、

ま
た
は

、
は
虫

類
で
す
。

-6 最後まで責任をもって飼う

.. 犬や猫の繁殖制限に努める

-6 動物による感染症の知識
をもつ

.. 動物の所有者を明らかに
するよう努める



町政二ユース

は
じ
め
ま
し
て

完全学校週5 日 制が平成14年 (2002年 ) と目前に迫

っています。 完全学校週 5 日 制は、子どもの「ゆと

り」を確保し、家庭や地域社会での豊富な生活体験、

自然体験の機会を与えることを目的としています。

今、家庭を含む地域で、私たち

大人はどのようなことができるの

でしょうか。 また、どのような地

域社会の環境づくりが求められて

いるのでしょうか。 íかわうち

子どもセンタ -J は、 21 世紀を担

う 「生きる力」をも っ た子どもた

ちを育てるために、それぞれの地

域が実施する様々な子どもたちの

心を揺さぶるような体験活動、地

域づくりや人々との交流を図る取

り組みを応援します。

町長の動静

市IIIT村少年補導委員ブロック別刷修

情報公開懇話会

国道 494号愛媛県知事要望

合併問題懇談会 ( 1I1J東部地区)

7/15 公民館交流バレーボール大会

県IIIT村会 7 月定例評議員会

令官F問題懇談会 (前松瀬川地区)

7/17 朝日lIJ村守会

7/12 松山圏域保健医療推進会議

7/13 

7/16 

今

11 

11 

11 

7/22 藤岡弘講演会

7/23 J隊員合併問題懇談会

国道 494 号期成同盟会総会

産業建設常任委員協議会

7/24 

7/26 

女
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
と
は
っ

み
な
さ
ん
に
生
活
体
験

や
自

然
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

の
情
報
を
提
供
し
た

り
、
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
、
み

な
さ
ん
の
体
験
活
動
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
ま
す
。

合併検討特別委員会

国保連合会|臨時総会

7/30 杭泉郡三 IIlT交歓スポーツ大会

県森林土木協会役員会

8/1 

8/5 

松山外環状線他要望

川内 11IT少年剣道大会

7/27 

11 

11 

女
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は

こ
ん
な
こ
と
を
し
ま
す
ー

①
地
域
の

子
ど
も
の
自

然
体
験
、

どじょう汁俳句会

県IlIT村会 8 月定例評議員会

第 8 回自衛隊松山!駐屯地主191.京祭

議会のうごき

人権 ・ 同和教育フ ェステイパル

~ 

8/6 

8/12 

8/9 

A エ長 "" 
さ庄日氏貝

総務文教委員長

第 l 田町村議会議員研修会

情報公開懇話会

7/13 

議長ほか保育園七夕まつり

公民館交流バレーボール大会

ク

7/14 

お
父
さ

ん
・

お
母
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動
、
読
書
会
や

子

育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
情
報
を

集
め
て
紹
介
し
ま
す

。

②
集
め
た
情

報
を
情
報

誌
に
し

て
、
情
報
を
親
や
子
ど
も
に
届

け
ま
す
。

①
電
話
で
の
子
ど
も
ホ
y

ト
ラ
イ

ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
な
ど

を
し
ま
す

。

F 1 1IT 干.
A fi 大 7 か
X 字 9 わ
9 9 南 l つ
6 6 方 ち
6 6 2 0 子
8 3 ど

4 6 0 も
8 7 番 l セ
6 2 地 ノ

7 l 川 タ
内

吾:!_f主 E 三吉

川jほ:

議長国道 494号期成同盟会総会

産業建設常任委員協議会議長 ・ 常任委員

合併検討特別委員会 議長 ・ 特別委員

7/15 

7/24 

7/26 

合

議長

総務文教委員長

全議員
人 ~岳民 ，~ 

主店員iU三1

jEi泉郡三町交歓スポーツ大会

情報公開懇話会

川内 11IJ観光協会いもたき会前夜祭

人権 ・ 同和教育 フ ェ スティパル

広報かわうち

7/27 

7/30 

8/1 

8/12 

7/31 



町
政

小、~ews
q 
句

介

護

国介
護
保
険
Q
&
A

-
a
-
川
内
町
は
、
ケ
ア
マ
ネ
l

'
臨
ジ
ャ
ー
の
数
は
足
り
て
い

ま
す
か
。

・
・
・

川
内

町
内

の
事
業
所
で
介

-
E
圃
護
支
援
専
門
員

(ケ
ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー

)
の
資
格
を
持
た
れ

て
い
る
方
は

却
名
程
お
り
、
実
際

に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は
8

名

で
す
。

ケ
ア
マ
ネ

ー

ジ
ャ
ー

は
、

日
名
程
度
の
在
宅
で
介
護
を
受
け

ら
れ
る
方
の

介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画

(ケ
ア
プ
ラ
ン

)
し
か
作
成
で
き

ま
せ
ん
が
、
町
内
の
利
用
者
の
方

で
実
際
ケ
ア

。

フ
ラ
ン
を
作
成
し
て

い
る
方
は
2
2

0

名
で
あ
り

、

現

状
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

。

-
a
・
要
介
護
認
定
さ
れ
た
う
保

田
臨
険
料
の
支
払
い
は
免
除
に

な
り
ま
す
か

。

・
・
・

免
除
と
は
な
り
ま
せ
ん
0

・
E
圃
民
間
の
生
命
保
険
な
ど
と

公
的
な
保
険
制
度
と
の
違
い
に
つ

い
て
は
、
分
か
り
づ
ら
い
で
す
が
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険

を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す

。

入

院
等
医
療
機
関
を
利
用
し
て
も
保

険
料
は
支
払
う
こ
と
と
な

っ

て
い

ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
も
同

様
、

要
介
護
認
定
を

受
け
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ

て
も
介
護
保
険
料
は
支
払
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

。

-
a
-
専
業
主
婦
の
場
合
も
保
険

'
E
・
料
を
支
払
う
の
で
す
か

0

・
・
・

こ
の
疑
問
は
、
日
歳
未
満

・
E
圃
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
の
奥

さ
ん
の
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す

。

介
護
保
険
で
は

、
個
人
単
位
で
保

険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ

て
い

ま
す
の
で
、

専
業
主
婦
で
あ

っ
て

も
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く

こ

と
と
な
り
ま
す

。

刊
歳
以
上
白
歳
未
満
の
専
業
主

婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
ご
主
人
の

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
か
ら

合
わ
せ
て
介
護
保
険

料
を
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

従
っ
て

専
業
主
婦
の
方
が
個
別
で
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
歳
以
上
の
専
業
主
婦
の
方
に

つ
い
て
は

、
個
別
で
保
険
料
を
支

払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

、

ご
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
か
ら

天

引
き

、

若
し
く
は
個

別
に
役
場
に

保
険
料
を
支
払

っ
て
い
た
だ
く

こ

と
と
な

っ
て
い
ま

す
。

-
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

圃
健
康
効
果

ウ
ォ

l

キ
ン

グ
は

、

さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
原
因
の
除
去
や
症
状
の

改
善
、
ま
た
心
理
面
の
改
善
に
も

効
果
的
な
運
動
療
法
の
ひ
と
つ
で

す
。

自
分
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
く
印
の
言
葉

メ
4
4

什
昨
最・7
・
J
ト

叫
。
十
ふりへE
hh
w
町
一

-
U鮫
ぷ
A
Wewm

そ
f

ぷ
剛

4

-問い合わせ先

介護、国保・老保

…福祉課 (n966 -2223 )

もよおし………中央公民館 (公966-472 1 )

福祉課 (n966-2223 )

保育園 (n966-2288)

広報かわうち

。

新
刊
案
内

中
野

裕
弓

著

世間体やストレスばかりでイ ライラした
り、元気がなくなったときに ‘ あなた自身
を癒すための方法を60の言葉で紹介する。



ロ
ス
ト
レ
ス
解
消

自
律
神
経
が
落
ち
着
く
。

口
糖
尿
病
を
防
ぐ

血
糖
値
を
下
げ
る
。

口
高
脂
血
症
を
防
ぐ

血
液
の
流
れ
る

量
が
増
え
、
血

管
に
付
着
し
た
脂
肪
を
洗
い
流

-

n
>

」q
J

口
老
化
を
防
ぐ

脚
の
筋
肉
か

ら
脳
細
胞
へ

刺
激

が
伝
わ
り
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド

を
遅
く
す
る
。

口
肥
満
を
防
ぐ

大
量
の
酸
素
を
利
用
し
て
効
率

よ
く
脂
肪
を
燃
焼
。

口
骨
粗
し
よ
う
症
を
防
ぐ

歩
く
と
骨
に
刺
激
が
加
わ
り
、

骨
が
強
化
さ
れ
る
。

口
高
血
圧
を
抑
え
る

血
行
が
よ
く
な
り
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
の
要
因
で
あ
る
高
血
圧

を
抑
え
る
。

す:エと I 
URF 厄 日
正心理 1 

l わど 万
量れお 目 歩

品 if 標 を
係が I に

TJ?! 
す見互
まはと

日
本
人
は
、

1

日
に

労
働
や
睡

眠
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
よ

り
も
約
3
0
0

キ
ロ
カ
ロ

リ
ー

八刀

余
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
3
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
と
「

肥
満
」
に

な

っ

て
し
ま
う
わ
け
で
す

。

こ
の

余
分
な
3
0
0

キ
ロ
カ
ロ

リ

ー

分

を
消
費
す
る
た
め
に
必
要
な
運
動

量
が
、
1

日

l

万
歩
の
ウ
ォ
l

キ

ン
グ
な
の
で
す
。

Cこ〉

※
l

万
歩
は
1

分
間
に
1

1

0

1

1

2
0

歩
の
速
度
で
歩
い
た
場
合

に
、
時
間
に
し
て
1

時
間
半
前
後
、

距
離
に
し
て
約
6
1
7

キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
。

も
よ
お
し

第
吃
回
公
民
館
交
流

三
世
代
ク
ロ
ッ

ケ
l

大
会

口
日

時

(日
)

開
会
式
午
前

8

時
却
分
i

試
合
開
始
午
前
9

時
1

※
小
雨
決
行

口
場
所

ふ
れ
あ
い
広
場

(
重信
川
河
川
敷
)

9

月
2

日

第
包
囲
老
人
福
祉
大
会

口
日

ヰ
寸

円
円H

9

月
日
日

(土
)

受

付

午
前
8

時
叩
分
1

開
会
午
前

9

時
1

口
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら

O
子
育
て
広
場

口
日9

月
1

日

ω
9

時
卯
八
刀1
日
時

(受
付
9

時
1

9

時
却
分
)

口
場
所

健
康
セ
ン
タ
ー

口
内
容

講
話
(
幼
児
の
食
事
と
お
や
つ

に
つ
い
て
て
お
や
つ
の
試
食
、

井
戸
端
会
議

※
水
筒
を
も

っ

て
き
て
く
だ
さ

、

。

'uv 
O
あ
お
ぞ
5

広
場

砂
場
や
遊
具
で
親
子

一
緒
に
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う

。

毎
週
金
曜
日

9

時
l

U
時

O
育
児
相
談

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と

、

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お

電
話
く
だ
さ
い
。

2
9
6
6

・
2
0
8
0

いみ
いん
じな
やと
なち
し、カ言、

つ

で
も

あたし、サラ。ふつうの子とちがうってワそう、あ
しがわるいから、くるまいすにのってるの。低学年
の子ども這が、様々な障害について考えるための書。

い
じ
め
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う

マ
イ
ク

・

ゴ
ー
ド
ン

ジ
ェ
ン

・

グ
リ
ー
ン

は
ず
か
し
い
な
ぼ
く

マ
イ
ク
・
ゴード
ン
え

カ
レ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・

モ
ー
ル
ぶ
ん

マ
イ
ク

・

ゴ
ー
ド
ン

ジ
ェ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ぶえ
ん

やだな、やだな、いじめられて。よわむしで‘こわがりの、
ちっぽけなぼく。でも、 J'\J'\とママにはなしたら、なんだ
かて・っかくなったき占(ん。いじめヘ制約な対処まを紹介。

はずかしいとき、ぼくは、なかなかひらかないつぼみみ
たい。おやどりのつばさにかくれるひよこみたい。 どう
すればはずかしがっている子の力になれるでしょうか。

ふミ
んえ

。
広報かわうち



藤田弘講演会

~品戸晶 ー

愛媛県スポーツ・レクリエーション祭
温泉郡予選大会
7月 20 日、川内中学校を主会場に行われた標記大会

で、 次の種目が松山地区大会への出場を果たしました0

・ ソフトボール成年男子 ・バレーボール成年男子

- 家庭婦人バレーボール女子2部

- クロッケ一一般の部 ・ クロッケー老年2部

7月 22 日、俳優の藤岡弘さんをお招きして、講

演会が中央公民館大ホールで開催されました。

藤岡さんは、約400人の聴衆を前に、今まで生

きてきた経験から今の世相を一刀両断し、 121 世

紀は、自己中

心 主義 を改 8
め、人に信頼

される人間 に

なろう 。 人に

尽くそう 。 」

とストレート

な語り口で聴

衆に語りかけ

ていました。

翌日 、川内中学校体

育館で楽しく体を動

かしたり 、 プールで

水 i永をしたりして 、

生活習慣の改善に取

り組んでいました。

• • • 
、

.

1
v

・

つ

・

益
田

・

改
者

い

の
加
・

慣
参

い

羽白
山
小

活
学

日

生
て

1
• 

7 月 25 ・ 26 日、 8月 20

日に小児成人病予防を

目的としたサマースク

ールが開催されました。

ボディチェックの後、

食事や基礎代謝量につ

いて学習した参加者は 、

第28回川内町

少年球技大会
7月 28 日、恒例の少年球技大会が

川内中学校体育館で行われました。

今年は 、 13チ ーム、 204人が参加

してドッジポールで{変1券を争いま

した。

5分間という短い時間に、エリア

内に何人残れるかで勝敗が決まる

ドッジボール。 コートでは、ボー

ルが飛び交うごとに悲鳴に似た声

が上がっていました。 大会の結果

は 、 次のとおりです。

広報かわうち

(大会結果)

・ 優 勝

東谷ド ッ ジファイターズ

. 準優勝

西谷ヴ イ クトリーズ

.第3位

北方合同

.第3位

東谷エイリアンズ

命



7 月 30 日 、 温泉郡老人クラブ連合会主催

の三 IUT交歓スポー ツ大会が重信川河川敷の

ふれあい広場で開催されました。

大会はゲートボ、ール競技で行われ、 上位

を中島 11町のチームが羽1占するという結果と

なりました。 大会終了後は、仁IJ央公民館で

懇親会を行い、三!日Tの親l睦を深めました。

第 16回四国小学生バ レーポール

大会が高知県立県民体育館で、 7月

28 日 . 29 日 の2 日 間行われ、川上ス

ポーツ 少年団女子バレー ボー ル部

が、女子2組で第2位の好成績を残

しました。

中
学
生交

流

8 月 1 EI ~ 2 日、がlî財と 町の島1長

県木次町から木次中学生ら43人

が川 内 IIIT を訪れました。

歓迎会の後、さっそく 川内中

学校体育館へ移動して、レ クパ

レーや !I~スポーツなどで交流。

夜には、重信川

河 川 敷で“いも

たき"をして交流

を涼めました 。

この後 、 “さくら

の湯1\ 翌日には

j~. ケ森ふるさと

公園での“宝探

し n と、楽しい交

流の思い出をつ

くりました 。

8月 4 日 ~6 日 、

川 内 IIIT スポーツ

少年団団員ら46

人が木次町を訪

れました。

j昆かい歓ill! を

受けた後 、 さっそく民泊家庭へ移動。 民泊家庭

での楽 しいひとときを過ごしました。

翌 日 は、バレーボールやソフトボールの交流

試合、バーベキューなどで交流を深めました。

ー
ツ
少
年
団

木次町交流

。
広報かわうち

国
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川
上
ス
ポ
ー
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少
年
団

耳
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
四
国
大
会
で

立

好
成
績
!
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人権啓発標語かるた
優秀作晶

〈川内中学校〉

は…母の顔見ると安心落ちつくな 1 年高須賀荊生

絵 1 年神野友希

ひ…人として生きる権利は皆にある 1 年高須賀有生

絵 3 年清水沙千子

ふ…増やそうよみんなの心つなげる笑顔 1 年大城戸優

絵 1 年戸田裕香

ヘ…へっちゃらさ 心の寂しさ 消す笑顔 1 年大城戸優

絵 1 年仙波綾佳

li ...ほっとけないいじめしてる子 されてる子 1 年神野友希

絵 3年杉原麻衣子

(JII上小学校〉

ま・・・まいlこちがたのしくなるような学校いいな 2 年 高岡 仁奈

絵 2年名越孝太

み…みんなでおなかよくさそって遊ぼうよ 3年大野光毅

絵 3年大野達也

む…むっとした顔よりいいよ そのえがお 4 年荒尾教平

絵 4年細川里穂

め…芽が出たよ みんなで‘まいた仲よしの種 5年中井萌香

絵 5年佐伯綾香

も…もとめてる みんな仲よく やさしい社会 6年有光あゆみ

絵 6年塩見裕子

絵 6年藤井花美

(東奇小学校〉

や…やさしい人は ともだち いっぱい 2年伊藤奈江

絵 1 年藤田真弓

ゆ…ゆずりあい それが仲ょく するひけつ 4年佐伯 売

絵 3 年近藤千沙子

よ…よりそって みんなで育てる 幸せの種 6年奇岡絵美

絵 5年大石仁美
〈西奇小学校〉

ら…ランドセルしよって明るいあいさつ元気よく 2年八木菜瑠実

絵 2年佐伯香奈

り…リラックス みんなで笑えば大きな力 4年鶴見直子

絵 3年永井里莱

る…ルンルンと かけてく私一人じゃない 6年渡部恵理子

絵 5年佐野自由
〈一般応募入選作品〉

れ…礼儀な き 町はすたれる 荒れてくる 竹之鼻高須賀チヨノ

ろ…論じよう 差別の痛み分かち合い 森 領家成美

わ…わたしから まず始めよう よい手本 則之内柴尾万里
を…人権を守る法律学び合う 保免戒能多喜江

川
内
町
少
年

剣
道
大
会

8 月 5 日、第 16田川 内 111]'少年剣道大会が川内中

学校体育館で開催されました。

小・ 中学生430人 、 91チームが参加した大会の結

果は 、 次のとおりです。( Jl I 内町関係分のみ)

直亙E
(中学生男子の部)
準優勝 川内剣道会A

直亙日
(小学生1 ・ 2年生の部)
準優勝石丸雄基

旧
イ
R
W
Y
 

権
工
人
フ
8 月 12 日 、中央公

民館大ホ ールで、第

24巨| 人権 ・ 同和教育

フェスティパルが開

催されました。

ラヴ ・ イン ・ ザ ・

メロウ演奏 の rMy

Townかわうち j 、 朗

読ボランテイアの詩の朗読で始まったフェステイパ
ルでは、昨年に引き続き、人権啓発標語かるた優秀

作品の発表が行われ ま した 。 風船つきやお手玉検定
のア トラ クションの後で上演された人権啓発劇「桜

家のだんらんj には、幼 ・ 小・ 中学生、 郵便局職員、
婦人会、中央読書会など総勢80人が出演。 その熱演
に会場から惜しみない拍手が送られていました。

最後に、川内

中学校吹奏楽部

の rMy Town 

かわうち」の演

奏に合わせて 、

出演者 ・ 参加者

全員で手話をま

じえての大合唱

を行い 、 幕を閉

じました。

人権啓発劇「桜家のだんらんJ

ぬ
広報かわうち



川
内
田
軟
式

野
球
大
会

‘~ _ .... 

8 月 14 日・ 1 5 日 、川内中学校グラ

ウンドで、 恒例の軟式野球大会が開

催されました。

決jJ非戦では 、 3対 3の同点で迎えた

最終回 、 降雨のため試合を一時中断。

再開後、「カンサ イ j が「チーム ・
オールマイティー ・ クロマティー」

を 7対 3で破り 、 í~JJ券しました。

優勝 カンサイ

準優勝 チーム ・ オールマイティー ・

ク ロマティー

最高殊勲選手賞 大林謙二

優秀選手賞 丹下裕

敢 闘 賞 福森大介

. ......................................................... . 

8 月 18 日 、

川 内中学校

グラウンド

で開催され

た川内町夏祭 りは、相l太鼓集団「夢
童j の演奏でスター ト 。

「チビ ァ子宝釣りゲーム J 1ガオレン
ジャーショー」など子どもが楽しみ

にしていた催し物や 、

伊方 111] の「堂々太鼓」 、

菊 間 UD の「鼓菊連J 、
川内 111] の「夢童」の

和太鼓集団に よ る競
演会、続踊 り 、 お楽

しみ ü!i 選会、夜店な

どもあり 、 大勢の人

でにぎわいました。

広報かわうち

ぬ
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。弓慰
「みんなのひろばJ に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 j寵おめでとうのコーナーでは、 10月生まれの

満 1 歳児を募集します。 9月7日までに役場総務課広

報係(合966-2222) へ写真とコメン卜をお寄せ

ください

JJS4u 
“霊山教室"生
が重信川河川敷
を清掃
8月 4 目、福祉館の交流促進講座

と登山教室ミのメンバー 30人が工

川内田建設業組合が
草刈りボランティア

業団地横の重信川河川敷の清掃活

動を行い ました。

約 1時間の清掃活動で用意した

ごも袋が満杯となり 、 教室生は改

めてポイ 捨てごみの多さに驚いて

いました。

な
り
ま
し
た•••• 

8 月 10 日、川内 IUT建設業

組合のメンバー約30人が 、

表川沿いの町道市場吉久線

の草刈 りを行いました。

ボ ラン テ イア参加者は 、

草刈機で|町道沿線約1500m

の 聞 をていねいに草刈 りを

してゆき ました。

また、 重機に よ る除

草作業も併せて行 わ

れ、 半日がかりのたい

へんな作業は終了。

おかげでき れいで快

適な道がよ みがえり ま

した 。

又
ー
ザ4
Z

表
川
吟
社
七
月
例
会
報戒

能

文
月

や
児
に
読
み
聞
か
す
民
話
集

嬰
銀
と

家
宝
の
硯
洗
ひ
を
り

文
月

や
吾
子
誕
生
の
惹
な
く

大
ぶ
り
の
澄
泥
硯
も
洗
ひ
け
り

代
々

に
ひ
き
つ
ぐ
硯
洗
ひ
け
り

文
月
や
久
に
し
て
み
る
イ
ヤ
リ

ン
グ

と
ん
ぼ
う
に
広
き
空
あ
り
池
の
あ
り

涼
風
や
木
の
葉
流
る
る
渓
の
水

広
庭
の
繰
蔭
守

る
庵
主
様

蟻
一
匹
は
ら
ひ

落
し

て
脱
ぐ

野
良
着

明
易
や
谷
間
の
謁
の
薄
れ
つ
つ

蟻
の
道
こ
こ
に
も
あ
り
し
流
し
台

楯
子
の
ほ
の
か
な

香
り

露
天
風
呂

夕
焼
や
自

転
車
押
し
て
登
る
坂

涼
月
や
切
り
口
匂

ふ
か
っ

ぽ
酒

広報かわうち

ーウ
コr

吾号

幸日

河
原

汀
子

田
中

笹
子

菅
野

美
岬

樋 {Ill
口波

淑
子

史
子

宇
和
川
春
鳥

渡
部
て
る
み

相
原

初
子

合

宇宇
和平日
}II }II 
洋 悠
子 起

菅
野

在

、
い
L
V

、
三

一コ
'
小l

近
藤

-
寸J

.7
，
、

→円
4
，E

陸
F
-vs-

工
』同
月

和
田

i直
音1)

戒
ム"，

目巳

多
喜
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松

本

歌Z
乃の
ち
ゃ

ん

(9月 20日生)

第
一
回
老
人
福
祉
大
会

川
柳
も
づ
く
吟
社
八
月
例
会
報

高
瀬
喜
撰
亭

毎
年
、
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
老
人
福

祉
大
会
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
第

一
回
大
会
が
開

催
さ
れ
、
今
年
で

三
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
老
人
福
祉
大
会
の
第

一
回
大
会

の
時
の
写
真
で
す
。

第

一
回
大
会
で
は
、
表
彰
式
、

意
見
発
表
、
敬
老
作
文
発
表

、

「老
人
と
現
代
社

会
」
と
題
し
た
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

が
、
川
内
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
大
会
開
催
要
領
に
は
、
内
明
る
い
老
人

と
な
る
為
に
話
し

合
い
の
場
を
広
く
見
出
そ
う

H

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

福
袋
中
身
は
時
の
運
試
し
篠
森

美
登
里

出
来
る
な
ら
欲
し
く
な
い
で
す
核
の
傘
大
島
実

膝
折
っ

て
子
供
と
諮
る
目
が
や
さ
し

山
本
ひ
ろ
志

ビ
ン
の
中
身
海
の
想
い
出
詰
め
て
孫
菅
野
美

雪

湯
の
街
は
傘
に
大
き
く

O
O
屋

松
岡
義
国

膝
上
が

一
寸
ま
ぶ
し

い
ミ
ニ
の
膝
岡
本
武
士

膝
頭
抱
い
て
世
間
に
背
を
む
け
る
高
岡
紫
淵

神
宮
の
森
に
今
夜
も
傘
が
折
、
つ
大
西
辰

夫

親
切
の
相
合
い
傘
が
濡
ら
す
肩
野
中
友
親

膝
枕
何
か
艶
め
く
ひ
び
き
持
つ
平
岡
深
舟

お
財
布
の
中
身
が
迷
う
太
っ
腹
高
瀬

喜
撰
亭

な
つ
か
し
の
写

真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広

報
係
ま
で
ご

一
報
を
!

日

時
十
月

六
日

午
後
七
時

場

所

中
央
公
民
館

宿

題
体
調
獅
子

賞

*

ど
な

た
で
も
ご
遠
慮
な
く
お

い
で
下
さ

い
。

三姉妹の末っ子です。
お姉ちゃんたちと元気に遊んでます。

(父母より)

~婦人会から~
0廃油石けんづくり講習

日時 9月 1EI (土 ) 午前9時より

場所 健康センター駐車場

服装等 長袖服・ 長ズボン ・ ゴム手袋

タオル

とても簡単です。 お誘い合せてご参加|

く ださい。

0支部長会

日時 9月 4 日 (火) 午後7時30分~
場所 中央公民館第l会議室

0交通安全母の会全国キャンベーン

出発式に参加します。

「交通安全は家庭から」を呼びかけます。

交通事故のないよう、家庭で、話し合い

ましょう 。

09月歩こう会(塩ケ森ウオーク)

日時 9月 30 日 ( 日 ) 午前8時30分

中央公民館集合、出発します。

09月ポ力シづくり

日時 9月 30 日 ( 日 ) 午後7時30分

場所 中央公民館

用意できる方は、米のとぎ汁をペ ッ ト

ボトルに入れて持参ください。 発酵液

もっくります。 、aa

lt圭

会
広報かわうち
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募

集

愛
媛
県
消
費
者

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

口
応
募
資
格

加
歳
以
上
の
方
で

、

消
費
生
活

に
関
す
る
諸
問
題
に
関

心
が
高

く
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活
動
に
意

欲
が
あ
り
、
地
域
に
お
い
て
積

極
的
な
活
動
を
し
て
い
た
だ

け

る
方

口
活
動
内
容

-

地
域
に
お
け
る

消
費
者
意
識

の
啓
発

-

軽
易
な
消
費
者
相
談
に
対
す

る

助
言
(
相
談
窓
口
の
紹
介

な
ど
)

-

自
動
販
売
機
の
表
示
調
査

-
研
修
会
等
へ
の
出
席

口
募
集
期
限

)

>

9

月
以

日
休

口
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
記

入
の
う
え

、

松
山
地
方
局
県
民

生
活
謀
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、

。

'h
v
 

口
任
期

平
成
日
年
日
月
1

日
か
ら

平
成
日
年
目
月

白
日
ま
で

口
謝
礼

月
額

7
、

0
0

0

円

口
申
込
先

干
7
9
0

・

8

5
0

2

松
山
市

北
持
田
町
1

3

2

松
山
地
方

局
県
民
生
活
謀
(

宮
9

4
6

・

3
7
0
0
)
 

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
庁
生
活
課
(
宮
9
4
1

.
4
8
8
1
)
 

再
就
職
希
望
登
録
者

募
集

「
育児
、
介
護
の
た
め
退
職
し

、

将
来
も
う

一
度
働
き
た
い
」
と
い

う

、

あ
な
た
の
再
就
職
の
準
備
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

登
録
手
続
き
は
簡
単

、

無
料
で

す
。

登
録
を
さ
れ
る
と

、

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

口
支
援
内
容

・

再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
の

送
付

・

再
就
職
の
準
備
な
ど
の
個
別

円
口
A
J

4
庁
t

三
-
n

-

財

団
指
定
の
教
育
訓
練
の
受

講
料
割
引

「
再
就
職
準備
セ
ミ
ナ
ー

」

に
参
加

口
問
い
合
わ
せ
先

一ア
7
9
0

・

o
o

-

-

松
山
市

千
舟
町
4

丁
目
4

の
3

伽
幻

世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

(E
9

2

1

・
5
6
6
0

)
次
の
支

愛
媛
大
学
公
開
講
座

受
講
生
募
集

口
公
開
講
座

①
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼

②
市
民
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

a
つ
ム
ハ
U
ハ
U
1
i

③
宇
宙
を
見
る
物
理
学

口
受
講
料

い
ず
れ
も
有
料

口
講
師

愛
媛
大
学
教
授
ほ
か

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

9

月
か
ら

叩
月
に
か
け
て
行
わ

れ
る
公
開
講
座
の
申
込
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
は

、

愛
媛
大
学

法
文
学
部
学
務
係

(2
9

2
7

.

9
2
2

0

)
ま
で
。

た
だ
し

、

「
宇
宙
を
見
る
物
理
学
」
に
つ

い
て
は

、

愛
媛
大
学
理
学
部
学

務
係

(E
9
2
7

・
9
5
4
6

)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就
労
を
希
望
す
る
女
性

の
た
め
の
講
習
会

口
科
目

①
パ
ソ
コ
ン

検
定
3

級
)

②
ワ
ー

プ
ロ
(能
関
検
定
3

級
)

(
エ
クセ
ル
能
開

口
対

象

就
業
を
希
望
す
る
女
性
で、

全

日
程
を
完
全
に
受
話
で
き
る
方

の
み

口
受
講
料

口
10 申 紙
月 込 料
か ・ (
ら 間 教
11 し、材

月 合 費
に わ 自
か せ 己
け 先 負
て担
行
わ

れ
る
講
習
会
の
申
込
方
法
な
ど

詳
し
い

こ

と
は

、

愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ

ー

(2
9
2
3

・

2
2
0

1

)
ま
で

広報かわうち

愛
媛
大
学
大学
院
農
学
研
究

科
(
修
士
課
程
)
社
会
人
リ
フ

レ
ッ

シ
ュ
コ
l
ス
学
生
募
集

愛
媛
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

で
は
社
会
人
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、

先
端
技
術
の
習
得
と
新
し
い

分
野
へ
の
対
応
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に

、

社
会
人
リ

フ

レ

ァ
シ
ユ
コ

l

ス
の
学
生
を
募
集

ぬ

し
ま
す

。
(選
抜
あ
り
)

口
募
集
人
員

10 
人

口
対

象

・

新
技
術
開
発
を
目
的
と
す
る

企
業
及
び
試
験
研
究
機
関
等

の
職
員

-

地
域
活
性
化
を
目

的
と
す
る

県
・

市
町
村
及
び
団
体
職
員
等

.

高
等
学
校
の
農
業
関
係
教
員

-

自
営
農
業
者

-

そ
の
他
の
社
会
人

口
9 8 出
月 月 願
3 24 期
日 日 間
U~ ) 倒
まか
でら
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口
問
い
合
わ
せ
先

出
願
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

樽 〒
|床 7
3 9 
丁 O
目
5 8 
番 _ 5 
7 6 
号 6

LU 
市

愛
媛

大
学
農
学
部
入
試
係

6

・
9
8
0
6

)

(宮
9
4

本目

談

人
権
相
談
所

口
日

時

9

月
5

日
制

午
後
l

時
か
ら
4

時
ま
で

口
場
所

川
内
町

中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争

、

借
地

・

借
家

、

児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
・
な
や
み

等

の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・
水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2 
|暗教

育
相
談
室

口
内

容

い
じ
め
・
不
登
校

・

学
業
不

振

等
教
育
上
の

悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教

育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・
秘
密
厳
守

)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・
6
1
5
0

松
山
労
働
条
件
相
談

セ
ン
タ
ー

土
寸

日
H

月
曜
日
1

金
曜
日

土
曜
日

コ
目
初
斤

「
L
t
-
F

松
山
市
大
手
町
l

の
l

の
l

岩
本
ピ
ル
3

階
松
山
労
働
条

件
相
談
セ
ン
タ
ー

(
フリ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
0

1

2
0

・

-
3

5

・

口
日

4
昼
、
}
ハ
U
土
寸

1
i

n
L
昨
HH

3

1
8

一
ず

1
1
1

よ
日

H

8
0
7
)
 

口
相
談
内
容

解
雇

、

賃
金
の
不

払
、

労
働
条

件
の
変
更
等
労
働
条
件
を
め
ぐ

る
悩
み
や
苦
情
な
ど

口
相
談
担
当
者

労
働
条
件
に
関
す
る
専
門
家
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
電話
で

も
、
面
談
で
も
O
K

・

無
料
)

月

間

9

月
は
「
障
害
者

一雇

用
促
進
月
間
」

9

月
は

「
障
害
者
雇
用
促
進
月

間
」
で
す
。

ハ
ロ
ー

ワ

1

ク
で
は

、

関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、

障
害
者
の
雇

用
促
進
の
た
め

の
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お

り

ま
す
。

口
ハ
ロ
l

ワ
ー
ク
松
山

(松
山
公

共
職
業
安
定
所

)
E
9
3
2

・

1
i
n
u
-
-
ハ
U

9

月
・
凶
月
は
「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
」

国
土
交
通
省
及
び
四
国
運
輸
局

で
は
、
関
係
団
体
協
力
の
も
と
、

「
平
成
日
年
度
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
」
を
9

月
・
日
月
の

2

カ
月
間

重
点
期
間
と
し
て
実
施

し
ま
す

。

H

ク

ル
マ
の
保
守
管
理
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の

責
任
で
す
H

点
検
整
備
を
実
施
し

、

自
分
の

ク
ル
マ
は
、

、
ハーノ
。

自
分
で
守
り
ま
し
ょ

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

11>[j.f~1限日 収集地域 収集変更日又は収集休JI二日

J'J ・ 木
東谷 ・西谷 ・土谷 ・ 滑川 9 月 24 日 (月)は

奥松瀬川 ・ 天神 9 月 25 日ωに収集

f可
北方東・北方西

火 ・ 金
南方東・南方西

変更なし

迎

7Jく土
町西・町東 (天神を除く ) 9 月 15 日仕)は

山田・ 横灘団地・前松瀬川 9 月 14 日(金)に収集

Z司‘・‘ごみの収集日
‘ー・2 清掃センター電話 966-4989

もえるごみ

平
成
日
年
7

月
払
日
付
け

で
、

川
内
町
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と

し
て
追

加
指
定
し
た
業
者
は

、

次

の
と
お
り
で
す
。

口
藤
原
設
備

重
信
町
閉
窪
1

5
9
7

番
地

(包
9
6
4

・
3
5
3
2

)

口
附
オ
キ
マ

松
山
市
来
住
町
1
2
3
9

番
地

(2
9
7
0

・
5
0
5
0

)

※
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は

、

凡又
H勿
水
直

f
j

;

]
 

諜
(E
9
6
6

・
2
2
3
8

)ま
で

ベットボトルー 苛ピ蛍ラン光鎖7灯、及・1を1び1 粗大ごみ EE き tlT~j
収集地域 トレイ額 1吃f江池m

もやさないもの
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9月健康情報

l E寵豪華i;閑
0健康相談 ・ 栄養相談
l血圧測定、尿検査を行っています。 健康に関することは

お気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日午前9時~ 12附

場所 健康センター 1階運動指導室

0こころの健康相談
精神的に不安定だ‘ったり 、 痴呆等の相談をお受けしてい

ます。

日時 9月 14 日 (金)午後1時30分~ 3時30分
場 所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

|町議蓮寺軍司
0いきいき健康講座
rJ怖がんについて ~検査方法と治療~ J

日時 9月 18 日 (火) 午前9時30分~ ll時

場 所 健康センタ ー2階

講 師 国立療養所愛媛病院

宮川 正男 先生

|回腸詰Eヨ

日 時 対象児と注意事項

3カ月 ~7歳6カ月の乳幼児

三種混合
9月 3EI ( 月 )

* 百日咳にかかったことのあ

午後2時 ~ 3時
る方は二種混合 ( ジフテリア・

破傷風) を受付 で EIヨし出てくだ

さい。

ツベルクリン 9月 10 日 ( 月 )
3 カ月 ~ 4歳の乳幼児

反応 午後2時~3時
* 二 日後、ツベルクリン反応

判定をします。

3カ月 ~4歳の乳幼児

BCG接種
9月 12 日 (水) * ツベルク リ ン反応判定を行

午後2時~3時 い、陰性の乳幼児のみに接種

します。

風 疹
9月 26 日 (水)

i歳~ 7歳6カ月の幼児

午後2時~ 3時
* 原則l として、麻疹接種後に

受けて下さい。

健康センター 2 階場所

持参品 母子健康手帳、予防接種手|限、体温計

9月は、健康増進普及月間
lE四繍
日時 9月 28 日(金)
場 所 永野集会所

受付 午前7時30分~9時

内容 1. 胃がん検診 (料金 : 900円 )
2 . 大腸がん検診 (料金 :600円 )
* 誕生日がん検診対象者の方は無料です。

団長摺穣覇権問
日 時 9月 27 日(木 )
場 所 健康センター

受付 午前9時30分~ ll時

内 容 8月 28 日に行った基本健診、女性健診等の結果
をお返し致します。

持参品 健康手帳(お持ちでない方には、当日、配布致します。 )

甚指~... _;l!措置t~草加国圃

日 時 毎週月 H程日午前8時30分~ 9時

場 所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、狂犬病予防接種済票

女不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望しな

い場合は不妊、去勢手術に努めましょう 。

合

BlilíÆ宰ヨ医司 (診療1時間 : 午前9時~午後5時)

日

2 日(日 H翌日)

9 日(日!曜日 )

1 5 日(敬老の日)

16 日 (日 11袈日)

23 日(秋分の日 )

24 日(振替休日 )

30 日(日 I曜日)

9 月 は 、

当番医

北上靖博雄形外科

永山内科

藤石病院

国立療養所愛媛病院

藤本内手| クリニ y ク

泉内科

山本内科胃腸手|

カずん征圧月間

住所

松山市平井 111]

松山市北梅本 111]

重信 111] 志津川

重信 IIIT ~黄河原

重信町横河原

川内 111] 南方

川内 IID 北方

電話

975-3753 

976-1788 

964-1234 

964-2411 

960-5500 

966-2226 

966-2066 

広報かわうち



町の動き

健康センターかう(- 1 人 )

(+ 8人)
(- 9人 )

(+ 8戸)

11 ， 311 人

5 ， 347人

5 ，964人

3 ， 947戸

人口

男

女

世帯数

戸籍の窓
( 7 月 受付 分 ・ ~X称略)

E2駒四rì摺

(木)

0歯科検診

日時 9月 20 1:::1

食ぉ誕生おめで と う ご ざいま す

住所 保護者 名前 生年月日

森 大山 重紀 対I~t ~t 6.26 

保免 日野 直哉 穂乃香 6.29 

惣町谷下 菅野 是主 元希 7.1 

北八*番 池田紀和 1111: 人 7.5 

:1 七八幡 二村l 靖夫 蓮 7.24 

午前9時 ~ ll時

午後1 [1寺 ~ 3時

フッ素 ・ サホライド

健康センタ- 2階

l歳~就学前の幼児
ブラッシング指導、 歯科検診、

塗布

l人200円

母子健康手帳、歯ブラシ、

受付

場所

対象児

内容

金
品

A参

刈
寸
土
寸

叫
喧R
1
a
?
，J タオ jレ

0子育て教室

日時 9月 25 1:::1 (火)午前9時30分~ 12時
場 所 健康センター 2階

対象児 平成11年4 月 ~ 6月 生まれの幼児

(2歳3 カ月児~ 5カ月児)

1 ) 講話

「それで、いいだいじようぶ~子育て応援します ~J

講師 愛媛大学教育学部助教授吉松靖文先生

2) 集団遊び

3) 手作りおやつ試食会

4)個別育児相談

母子健康手11幌、 アンケー 卜 (事前に送付します)

ぜコ

合内

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

小坂 近藤満俊 65 7.7 近藤消l俊

保免 黒河マサ子 90 7.8 黒i可 協r

北八申書 部11川 勇 90 7.10 部11)11 -!)1 

世l堕 和問宗主F 65 7.11 和|日宗幸

上砂 佐伯政子 78 7.14 佐伯忠之

惣田谷下 菅野館、夫 78 7.21 3官邸徳夫

板戸 白川 康子 88 7.21 白川底子

茶堂 近藤サダ子 84 7.24 近藤順一

横灘団地i 花山 {果 88 7.24 花山 保男

機器 t団地I 板本庁i子 77 7.26 ;t!l本季誠

下之町 八木 i~i高 64 7.26 八木 il!J高

;横澱団地I 越智順一 51 7.30 越智順一

女ごめい福 を お祈り いた し ま す

コ ッ フ\

平成13年 8 月 10日現在交通事故の発生状況
持参品

0乳幼児相談
日 時 初ー週水 |曜日 午前9時 ~ 12時

場所 健康センター l階

内容 身体計測、 育児相談

持参品 目子健康手*~

+46 

(松山荷主主祭器管内)
・「夜の安全フ ッ ト シク ナル作戦」実施中 l
・ 夜間歩いて外出する時は、 反射材を身につけよ う 0
・ 夜間の走行は、 速度をひかえて安全確認の徹底を 。

昨年比

+33 

- 2 7 

1162 

本年

931 生
一
者
一
者

発
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無
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」
な
こ
と
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、
集
記

子
」
れ
を
な
く
す
た
め

戸
編
後

、
に
み
ん
な
努
力
し
て
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l
t
\

き
た
。

そ
し
て
、
今

の
合
理
的
な
社
会
が
で
き
上
が
っ
て

い
る
よ

う
に
思
う
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
こ
の
無
駄

な
時
間
や
無
駄
話
な
ど
、
無
駄
と
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
人
と
し

て
成
長
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の

で
は
・
:

と
最
近
思
う
の
で
あ
る
。

「
無
駄
話
」
「
無
駄
口
」
「無駄
遣

い
」
な
ど
と
、
い
つ
も
怒
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
も

自
分
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
と
、
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て

い
る
。

表紙の写真
8 月 18 日開催の「川 内 11汀夏祭り J のオープニ

ングで、和太鼓の演奏をした「夢輩」。 そろい
のハッピ姿で、力強いばちさばきを披露。 息の
合った和太鼓の演奏に 、 訪れた人から盛んな拍
手を受けていました。

命
広報かわうち
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げん匙

... 1元和二年J( 1616年)の記銘がある
三島神社の常夜灯。

.三島神社常夜灯 ( 11IJj旨定有形文化H~. )

この常夜灯は、火袋以外、竿も笠もすべて

自然石であるが、 二基の内、 南側の一基は石

質がもろい砂岩であるため、縦杭にひび割れ

ができて部分的には表而判離が見られる。

常夜灯には、「元和二年J ( 1616年) の記銘が

あ っ て 、 常夜灯の年号記銘のものとしては、

県下では最も古いといわれている。 IIIJ 内の神

社仏関や旧街道に建てられている常夜灯のほ

とんどが、 幕末から Ijþl治にかけて建立された

ものである。一般に常夜灯は 、 文化・ 文政11寺

代以後急に増えている。 それは、ょうやく台

頭を始めた民衆の力を反映したものと思われ

る 。 しかし支配者の権力が強く、民衆の意識、

n~ 力の低かった江戸時代の初期l にどうしてこ

のような常夜灯が建てられたのであろうか。

( 1川内 UIJ の文化財 j よ り 抜すし 、 )

(北側)

重
信
川

の
扇
状
地
の
扇
の
か
な
め

、

重
信
町
山
之
内
地
区
と

境
を
接

す
る
と
こ
ろ
に
こ
の

三
島
神
社
は
あ

る
。

た
ま
よ
り

参
道
に
は

、

「三
島
神
社
」
と
記
し
た
石
碑
と
並
ん
で

、

「
玉川
山
八
幡

宮
」
の
石

碑
が
建
っ

て
い
る
。

こ
の
石
碑
は

、

三
島
神
社
の
ち
ょ
う
ど

向
か
い
に
あ
っ
た
玉
の
八
幡

神
社

の
も
の
で

、
明
治
の
改
革
で

、

三
島

神
社
へ

合
記
し
た
と
き
の
も
の

。

こ
の
石
碑
の
ほ
か
、
拝
殿
に
は
、

「
玉仰
八
幡
宮
」
の
額
も
「
三
島
神
社
」
の
額
の
横
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
一
之
宮
三
由
一
向神社
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の

三
島
神
社
は
、

古
く

(南側)

三
島
神
社

か
ら

こ
の
地
の
有
力
氏
族
の
崇
敬
を

受
け

、

た
び
た
び
の
災
害
に
も

、

再
建
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う

。

明
治
凹
十

一
年
に
は

、

二
十
三
戸
の

氏
子
が
二
戸
当
た
り
四

十
三
円
四
十

八
銭
と
い
う
当
時
と
し
て
は
高
額

な
基
金
積
立
て
を
し
て
い
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

ま
た
、
境
内

に
は
県

下
最
古
と
い
わ
れ
る
常
夜
灯
が

二
つ
あ
る
。

当

時
の
村
や
組
が
こ

の
常
夜
灯
を
寄
進
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

、

H

村
中
H

(南
側
の
常
夜
灯
)、
山

組
中
山
(北
側
の
常
夜
灯
)
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
常
夜

灯
は

、

三
島
村
社

の
往
時
の
隆
盛
を
し
の
ば
せ
る
も
の
で
す
。

(北
方
海
上
)


